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研究成果の概要（和文）： 
 本研究では、人事担当者、新入社員の事実上の上司、新入社員、早期離職者、大学生などを
対象に、質問紙調査や面接調査を実施しました。その結果、新入社員は、叱責されたり、軽蔑
されたり、人前で恥をかかされたりするような、経験率が非常に低いだけではなく、そのよう
な経験をすると強いショックを受けることが分かりました。そのため、実際に社会に出た時（入
社した時）、上司に何か指摘されると、そのショックから立ち直ることができなくなり、すぐに
会社を辞めてしまうこともわかりました。加えて、そのような理由で早期離職する若者は、た
とえ、再就職することができても、同じような理由で、再び会社を辞めてしまう可能性が高い
ことがわかりました。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 We administrated a set of questionnaire and interviewed college students, displaced 
worker, and their superior. The result indicated that, experience rate of college students 
was low, which be raked over the coals, fall into contempt, and suffered shame. Moreover, 
the result also suggested that they were upset such experiences. Thus, they quit their 
company when they enter a company and then they are taken to task for their mistake.  
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１．研究開始当初の背景 
 申請させていただく研究領域では、主に、

大学を中心としたキャリア支援に関する研

究領域、企業内での実践的な取り組み、産業

心理学における研究、社会的スキル訓練に関

する研究から得られた知見が蓄積されてお

ります。キャリア支援では、自己啓発、イン

ターンシップ、資格やスキルの獲得などがそ

の中心的テーマであり、就職するためのキャ

リア支援に関する報告は多いものの、就職後

の支援に関する十分な報告はありません。企

業での実践的な取り組みでは、管理職者を対

象とした人間関係改善プログラムを取り入

れている会社もありますが、新入社員に対す

る研修などによって新入社員の社内での対

人関係能力を向上させることで、早期離職を

抑制する成果をあげた報告は、まだみられて

いません。産業心理学の領域では、上司や部

下などの間で生じる葛藤に関する研究や、会

社内での人間関係が職務満足感や生産性な

どに及ぼす影響の検証などは数多く報告さ

れているのですが、早期離職者を減少するた

めの十分な提案はなされていません。また、

その多くの研究報告は国外のものであり、我

が国特有の人間関係を扱った実証研究は十

分ではありません。円滑な対人関係を営むた

めの社会的スキル訓練に関する研究領域で

は、具体的な対人関係を改善するための訓練

技法などの開発が進んでいるのですが、それ

らは、主に、児童を対象としたものであるか、

あるいは、成人を対象にしたものであっても、

同年代の友人に対するスキルの向上を意図

したものです。 
 
２．研究の目的 
 早期離職の増加に対する問題意識は高い

ものの、その第一の原因である人間関係に直

接メスを入れ、企業内における若年者の対人

関係スキルに焦点を当てた研究にはまだ着

手されておりません。本研究が、その先駆け

となるべく申請させていただきたく思いま

す。近年、若年者の早期離職者の増加が問題

となっております。このような早期離職者の

増加は、我が国における人材確保を困難にし、

経済社会の活力や国際競争力を維持し得な

くなる恐れに繋がります。さまざまな研究機

関やメディアなどの報告では、若年者の早期

離職の原因の上位に「人間関係」が常にあげ

られております。人間関係の問題は、会社側

の対策によって改善される場合もあります

が、新入社員の側に問題がある場合もありま

す。 

研究は、若年者のキャリア支援の一環として、

早期離職の予防に焦点を当てた長期的な研

究のひとつであり、若年者の職場での対人関

係スキルに関する研究です。 

 
３．研究の方法 
 いくつかの研究を実施したが、そのうち、

代表的な研究成果に関する研究方法を報告

します。 

（１）質問紙調査 

 いくつかの質問紙調査を実施しましたが、

主に、新入社員（入社３年以内）１８７名お

よび実際に早期離職した若年層（２５歳まで

の若者）２１５名を対象に、早期離職の理由

について尋ねました。 

（２）面接調査 

 企業の新入社員の人事を担当した２８名、

直接新入社員を指導している上司（中間管理

職を含む）４６名、新入社員（入社１年目）

７９名を対象に面接調査を実施しました。す

べての被面接者に対して、新入社員が早期離

職をする理由について尋ねました（推測）。



さらに、人事担当者・上司に対して、早期離

職を防ぐための手段や、早期離職する新入社

員の問題点などについて尋ねました。新入社

員については、早期離職する理由についてさ

らに詳しく尋ねました。加えて、実際の早期

離職者１４名（２３歳・２４歳、入社１年以

内に離職した者）に対して、離職の理由及び

離職後の生活などについて尋ねました。 

 

４．研究成果 

（１）質問紙調査の結果 

 まず、早期離職者ならびに新入社員の早期

離職理由の原因について、どちらも、最も多

い理由は「上司との人間関係」でした。早期

離職者では７割を超えており、新入社員では

６．５割を超えており、他の原因より圧倒的

に高い値を示しました。 

（２）面接調査 

 早期離職者ならびに新入社員に関して、面

接調査においても、質問紙調査と同様の結果

が得られました。「上司にしかられた」「嫌味

な上司がいた」「上司とうまが合わない」な

どの回答が多く見られました。加えて、上司

だけではなく同僚との人間関係に関する問

題も数多くの回答を得ることができました。

くわしい、原因（上司とのもめごとの内容）

を聞くと、その原因は極めて些細な事柄で、

日常生活を送っていれば頻繁に遭遇するで

あろう出来事でした。一方、人事担当者・上

司から得られた意見は、異なっていました。

人事担当者・上司の早期離職の原因に対する

最も多い回答は、「本人の性格」や「仕事に

対するモチベーション」でした。つまり、新

入社員に仕事を続けることに対する問題が

あり、そのために会社をすぐに辞めてしまう

ということでした。その理由として、「実際

に仕事を続けている新入社員もいる」「昔に

比べれば、仕事量が少なく、休みも多い」「新

入社員には、きめ細かく、やさしく指導して

いる」などの回答が得られました。人間関係

に関しては、「最近の新入社員は、撃たれ弱

い」という回答が数多く得られました。本研

究における大学生を対処にした別の質問紙

調査でも、大学生は、友人との直接的な葛藤

経験（知人に軽蔑される、ケンカをする、侮

辱される、叱責される、人前で叱られる、人

前で侮辱される）が極めて低いことがわかり

ました。加えて、このような出来事に対して、

大学生は、非常に傷つきやすいこともわかり

ました。人事担当者や上司に対する面接調査

から得られた回答は、このような大学生を対

象にした質問紙調査とも一致していました。 

 すなわち、新入社員は、軽蔑されたり、叱

責されたり、人前で恥をかかされたり、とい

うような経験がほとんどなく、加えて、その

ような経験に対して、撃たれ弱く、免疫があ

りません。それゆえ、社会に出て、初めて、

そのような経験をし、そのような経験に耐え

ることができなくなり、そして、会社を辞め

てしまうと考えることができます。 

 さらに、実際の早期離職者に対する面接調

査から、離職後、再就職した被面接者の全員

が再び会社を辞めていました。くわえて、そ

の理由は、すべて人間関係でした。早期離職

者を防ぐためには、このような視点から、予

防策を考える必要性があることがわかりま

した。 
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